
授与品（お札・鎮め物・和菓子 等） 

地
鎮
祭
の
ご
案
内 

 

地
鎮
祭
と
は
、
土
木
・
建
築
等
の
起
工
に
あ
た
り
土
地
の
神
様
に
奉
告
し
、
工
事
の
安
全
と
順
調
な
竣

工
を
祈
願
す
る
祭
儀
で
す
。 

当
社
、
出
雲
大
社
相
模
分
祠
の
御
祭
神
は
国
中
第
一
の
霊
神 

大
国
主
大
神
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

縁
結
び
の
神
様
と
し
て
大
変
有
名
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
日
本
の
大
地
を
主
宰
す
る
大
地
主
大
神
様
と
も

讃
え
ら
れ
る
土
地
鎮
め
の
神
様
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。 

『
関
東
の
い
ず
も
さ
ん
』
と
し
て
神
奈
川
県
全
域
に
赴
き
ま
し
て
、
地
鎮
祭
・
入
居
家
祓
・
取
壊
家
祓
・

上
棟
祭
・
井
戸
祓
等
の
各
種
祭
典
を
受
け
賜
わ
っ
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
の
心
が
む
す
び
の
神
様
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、
良
い
家
が
建
つ
事
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

           
<

式
次
第> 

一
、
修
祓 

一
、
降
神 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
献
饌 

一
、
祝
詞
奏
上 

一
、
四
方
祓
い 

一
、
鍬
入
れ
の
儀 

一
、
玉
串
拝
礼 

一
、
撤
饌 

一
、
昇
神 

一
、
神
酒
拝
戴 

一
、
散
供 

 

〜
所
用
時
間 

約
三
十
分
〜 

○
玉
串
料
は
三
万
五
千
円
に
な
り
ま
す
。 

○
祭
壇
・
竹
・
お
供
え
物
等
神
社
で
準
備
で
き
ま
す
。 

（
砂
の
準
備
な
ど
別
段
実
費
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
） 

○
神
事
の
後
に
授
与
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

 

※
当
分
祠
は
島
根
県
出
雲
大
社
に
お
鎮
ま
り
の
大
国
主
大
神
の
御
神
徳
の 

布
教
機
関
で
あ
り
ま
す
出
雲
大
社
教
の
正
式
な
分
祠
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

関

東

の
い
づ
も
さ
ん 

出

雲

大

社

相

模

分

祠

 
 

神
奈
川
県
秦
野
市
平
沢
一
二
二
一 

 

℡
〇
四
六
三-

八
一-

一
一
二
二 

 
 

Ｆ
ａ
ｘ
〇
四
六
三-

八
二-

一
七
二
八 

御
祭
神 

大
国
主
大
神
（
だ
い
こ
く
さ
ま
）
に
つ
い
て 

大
国
主
大
神
は
素
戔
鳴
尊
の
御
子
神
で
、
又
の
名
を
大
己
貴
大
神
・
大
地
主
大
神
・
八
千
矛
大
神
・
大
物
主
大

神
・
所
造
天
下
大
神
・
大
国
魂
大
神
・
農
耕
祖
神
・
幽
冥
主
宰
大
神
と
申
し
上
げ
、
そ
の
御
神
跡
は
『
日
本
書

紀
』
『
古
事
記
』
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
国
土
開
拓
の
神
・
国
譲
り
の
神
・
慈
愛
の
神
と
し
て
今
に
語
り
継
が
れ

て
お
り
ま
す
。 

ま
た
ご
利
益
に
至
っ
て
は
、
縁
結
び
の
神
・
商
売
繁
盛
・
地
鎮
の
神
・
農
耕
の
神
・
医
薬
の
神
・
子
授
け
の
神
・

安
産
の
神
・
教
育
学
芸
の
神
・
厄
除
け
の
神
等
と
人
間
生
活
の
全
般
に
わ
た
る
偉
大
な
も
の
で
、
こ
の
事
か
ら

『
国
中
第
一
の
霊
神
』（
天
下
で
最
も
御
利
益
の
あ
る
神
）
と
讃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

地鎮祭の風景 出雲大社相模分祠 


